










































































































































































































13西洋思想史序説 ─ ロマン主義へ向けて ─
はすべて世界の一部であり，世界の内部にあって共同体の延長として全世界
を見ていたのであり，個人が世界と主観（subject），客観（object）として
対立する近代の人間と世界の関係とは全く異なる関係性がそこにあったので
ある。
世界に存在するものすべてに霊的本質が宿るとする新プラトン主義的世界
像は，むしろルネサンスから 18世紀に至る西洋思想史の流れを理解する鍵
を提供するものである。それは，ルネサンス以後，共同体と階層秩序的世界
が崩壊へと向かう中，個物と全宇宙を直接関係付ける発想の中に現れてくる。
それは，共同体から自由になることで空間的に世界の外に立ちながら，時間
的には，個物が可能態から現実態へと移行する中で原因であると同時に目的
因でもある形相としての霊的本質を実現するという，アリストテレス的な目
的論的時間の中に置かれているところから出てくる発想といってよい。それ
はマクロコスモスとしての宇宙の霊的力をミクロコスモスとしての個体に流
入（inﬂ uence）させようとする占星術，錬金術，医術の新たな展開や，コペ
ルニクス，ケプラーさらにはブルーノに至る宇宙論の背景にある考え方であ
る。そしてそれは特に，ルネサンス以後の絵画が空間の遠近法を取りながら，
画面に寓意を込める表現を取るところに現れている。寓意の存在によって，
その画面の中の時間は，ニュートンが定義した均等な時間の流とは異なる，
目的論的な質的時間となるからである。17世紀オランダの風景画家とされ
るロイスダールの作品は，実は寓意に満ちたものなのである。
以上の考察から，時間的にも空間的にも世界の外に立ち，世界を徹底的に
対象化することで自由な個人となるような精神は，世界から霊的要因を排除
することで，一方では，ロックにおいて見たように，世界を所有の対象とし
て観る姿勢を生み出す。しかしそれであればこそ同時にそれは，世界を主観
的な価値判断を排除してニュートラルな態度で観る姿勢をも生み出すのであ
り，それは画面から徹底的に寓意を廃し，対象を風景のための風景として描
く 18世紀イギリス風景画において最も顕著な現われを示したと言うことが
できよう。世界を風景として観る態度は，世界をあくまで客観的に構築する
ことで世界との一体化を目指す態度である。この態度こそ，近代科学の真理
の基準となる態度であり，近代芸術の美の基準となる態度であり，個人の自
由が利害の果てしない衝突を生む可能性を内蔵する近代世界において，自由
と秩序の両立への可能性を秘めた唯一の精神的態度と言えるものである。そ
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してこの態度こそ，ロマン主義の根底をなす美的態度なのであり，自己超越
という精神の本質の十全な発露と言えるものなのである。
ロマン主義が，近代国家における国民意識の形成が時代の情況の求めると
ころとなっていた 18世紀末のイギリスに出現したことは決して偶然ではな
かった。そしてその精神の形が，近代化がグローバル化の段階に至った現代
にどのような意味そして可能性をもつかが，果てしない探究のテーマとなる
べきものとして私達の前に置かれているのである。
